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ことばの教室

「 こ と ば の 教 室 」 は 、 こ と ば に 課 題 の あ る 子 ど も た ち の た め に 設 置

された教室です 。

こ と ば に 課 題 が あ る と 、 学 習 や 生 活 で 不 適 応 を き た し た り 、 自 信 が

も て な く な る な ど 、 い ろ い ろ な 形 で 子 ど も の 成 長 に 悪 影 響 を 与 え て し

ま う 恐 れ が あ り ま す 。 課 題 を 早 期 に 発 見 し 、 適 切 な 指 導 や 支 援 を 受 け

ることで、生活 や学習 上の困難を改善又は克服することができた り、

困 り 感 の 軽 減 を 図 る こ と が で き ま す 。 子 ど も た ち が 、 心 豊 か で よ り 良

い社会生活がで きるよ うにすることが大切です。

当 教 室 で は 、 こ と ば に 課 題 の あ る 子 ど も た ち の た め に 、 よ り よ い 学

習 環 境 を 整 え 、 担 当 の 教 師 が 一 人 一 人 に 合 っ た 指 導 や 支 援 を 行 っ て お

ります。

植田小「こと ばの教 室」は、昭和５０年４月に設置され、数多 く

の子どもたちが 通級指 導を受け、現在に至っています。

教室のしくみ

この教室は「通級による指導」 体制になっていて、日常は、通常の学
級で学習活動を行いながら 、決められた曜日・時間に通ってきて個別 指
導を受けます。
通級日数や指導時間は子 どもの実態に応じて決めています。指導時 間

に つ い て は 通常 学 級 で授 業 を 受け た と して 見 な さ れま す が、 で き る だけ
通常学級での授業に支障が ないよう連絡・調整をしていきます。
また、事故防止と指導や 支援のご理解をいただくために、他校通級 の

場合は、保護者の付き添い が原則です。指導時間は実態により、週 1～2
時 間 で 、 一回の指導時間は ４５分または９０分です。お子さんの状況 に
よって月毎や数ヶ月の間隔 で様子を見ていく場合もあります。
◇ 親の会につ いて
お子さんの成 長には 周囲の援助が大きな支えになります。

「 こ と ば の 教 室 」 に 通 う 幼 児 と 小 学 生 の 保 護 者 が 主 体 と な り 「 親 の 会 」
を 作 っ て い ま す 。 子 ど も た ち の 健 や か な 発 達 の た め 、 保 護 者 の 茶 話 会 、
児童の交流会等 の様々 な活動を行っています。

（親の会会費 年額 3,000円 ）



こ の よ う な お 子 さ ん の た め の 教 室 で す

①言っていることがはっきりしない。

②発音に誤りがある。

③赤ちゃん言葉がなくならない。

④鼻に抜けるような発音をする。

⑤話の始めや途中でつっかえたり、繰り返したり、

どもったりする。

⑥ことばの数が少なかったり、言葉がつながらなかった

りする。

⑦呼んでも気づかないことが多く、聞こえにくい。

⑧聞き誤りや聞き返しが多い。

⑨人と話したがらない。コミュニケーションがとれない。

こ の よ う な 指 導 を し て い ま す

落ち着いた雰 囲気の 中で、一人ひとりの子どもの力に応じた教 材や
教具を使って個 別指導 を行っています。ことばが育つための基礎 的な
能力を高め全体 的な発 達を促しながら、ことばと心が育つ指導を して
いきます。

○周 囲の 状況 を見 たり 聞い たり す るため に
《目 》や 《 耳》の 働 きを 高め る

○正 しく 言葉 を発 する ため の発 声 ・発音 練 習を する

○ 周 囲 の 状 況 を 見 た り 聞 い た り 触 っ た り し た こ と を
分 析 し た り 統 合 す る 能 力 （ 認 知 能 力 ・ 知 的 能 力 ・
集中 力な ど ）を伸 ば す

○人 との 関わ りや 交わ りを 楽し む

○自 己理 解を 図る



相談 や指導を
受けたいときは…

当 教室 では 、こ とば に関 する 教育 相談 を
行 っ てい ます 。予 約制 にな って いま すの で、
電 話 で申 し込 んで くだ さい 。
相 談お よび 指導 は無 料で す。

担任の先生方へ

就学時健康診断・定期健康診断の結果、ま た、
日常の学習活動などを観察して、ことばの教室へ
の相談や通級を勧めた方がよいと思われる児童が
おりましたら、早めに相談されるよう保護者の方
にお話しください。

相談等の流れ

①校内で判断
②在籍校より市総合教育センター教育支援室へ
連絡 (22-3716)

③ 在 籍校 より植田小へ連絡 (63-4000)
④ 保 護 者 が 植 田 小 ・「 こ と ば の 教 室 」 へ 連 絡 し 、
面談の日時を決定 (直 通 63-4051)

⑤ 教 育相 談（親子面談）


